
 

木質バイオエネ利用 「一口メモ」       

            文責 沢辺 攻 

1. 燃料としての木材（16）      20231223 

燃焼障害を起こすクリンカ、その発生要因は? 
木質燃焼灰にはクリンカと呼ばれる多孔性の塊状物（図

表 1.23 参照）が混じることがある。クリンカは燃焼炉の燃

焼空気孔や燃焼ガス経路を詰らせて立ち消えや不完全燃焼を

誘発し、炉壁に形成されると熱伝達を悪くする。さらには燃

焼灰の自動排出を難しくするなるなど、燃焼や運転上の問題

を引き起こす厄介者である。 

クリンカは燃焼灰が高温に曝されて溶融し、冷

却により周囲の灰も巻き込んで固まり、これの繰

り返しによって大きな塊に成⾧したもので、その

生成には灰の溶融性が大きく関係する。溶融性は、

灰を三角錐や円筒状に成型した試験片を昇温加熱

した時の形状変化から、軟化点 DT（角が溶けて

丸くなり始める温度）、融点 HT（溶融して高さが底部の幅の約 1/2 になった時の温度）および

溶融点 FT（高さが融点の時の約 1/3 になった時の温度）を求め評価される。一例を図表 1.24

に示す。木部灰に比べてバーク灰の DT は低く 1,200℃前後にあり。因みに欧州の木質ペレッ

ト自主規格 ENplus A1 では灰 TD が 1200℃以上であることを要求していることから、とくに

スギバーク灰はクリンカを生成しやすいことを示唆している。 

クリンカ生成については、K（ｶﾘｳﾑ）と

Na（ナトリウム）が関係するといわれいる１）。

しかし最近のスギ木部ペレット灰の研究

では、灰組成は産地、個体によって大き

く変化する（図表 1.25 参照）。とくに

K2O（酸化カリウム）は 10－64％と大きくば

らつき、予想に反して KO2 が少ないほど

DT は低くなる傾向もみられる。またクリ

ンカは CaO と K2O が主体となる木部灰

では形成されにくいが、K2O、SiO2、Fe2O3 が多く含まれる全木（皮付き木部）灰では形成さ

れやすくなるとする報告２、3）もあり、現時点ではまだ不明な点が多い。 

その他にクリンカ発生の要因としてボイラ自体の問題を挙げることができる。通常バイオマ

スボイラでの一次燃焼は 800℃程度以下で運転されるが、燃焼炉の構造や燃焼空気の過多など

が関係して火格子が局部的に 1200℃以上となりクリンカ生成につながることがある。あたかも

クリンカ製造機のようなボイラも見かけることもあり、あながち燃料のせいばかりとは言えな

い。 
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